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コンダクタンスの大きさは200pS (100mM CC) であることが明らかとなった。
(2) このアニオンチャネルはいくつかのサブステートを持ち，サブステートの占有確率に電位依存性
があることが明らかとなった。
(3) 酵母液胞膜を人工膜に組み込むことにより， Ca 2十濃度に依存したカチオンチャネルを見いだし
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(4) この Ca 2 +依存性カチオンチャネルは，チャネル開閉の電位依存性から 2 つの独立なゲート機構

























電位依存性が逆の 2 つの独立なゲートを持つことを示した。応答の速いゲートはDIDS (4 , 4' 
diisothiocyanostilbene-2 , 2 ' -disulfonic acid) によって開状態にロックされること，遅いゲート
の開閉にはmM程度のカルシウムイオンを必要とすることを示した。
以上の結果は全く異なるゲート機構をもっ 2 種類のイオンチャネルが存在することを示し，生体膜の
イオンチャネルの制御機構の解明に新事実を加えたものであって，工学博士の学位論文として価値ある
ものと言忍める。
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